
マイクロブログとクラウドソーシングを用いた
用例評価手法および多言語用例対訳作成手法の提案

山本 里美1,a) 福島 拓2,b) 吉野 孝1,c)

概要：現在，グローバル化によって多言語間コミュニケーションの機会が増加している．しかし，多言
語間での正確な共有は非常に困難である．医療分野など正確な情報の共有が求められる場では，正確
性の確保が行われた多言語の対である用例対訳が多く用いられている．用例対訳の提供には正確性評
価が重要となるが，評価すべき用例対訳は多く，十分な評価を集めることは困難だと考えられる．そ
こで本稿では，短文の投稿ができるマイクロブログと，Web上で不特定多数の人へ作業委託を行うこ
とが可能なクラウドソーシングを用いた，用例対訳作成および評価手法を提案する．本手法では，マ
イクロブログを用いて用例評価を行い，その結果をクラウドソーシングを用いて多言語用例対訳を作
成する．本稿の貢献は以下の 2点である．(1)マイクロブログによって用例評価を行う手法を提案し，
用例の評価数の増加の可能性があることを示した．(2)マイクロブログを用いた用例評価の結果をもと
に，クラウドソーシングを用いて多言語用例対訳の作成を行う手法を提案し，一部の多言語テキスト
ペアにおいて正確な用例対訳の作成が行える可能性を示した．

1. はじめに

現在，世界のインターネット利用者数が 27億人を突

破し*1，世界規模のインターネットの普及や，日本にお

ける外国人登録者数，留学生の増加などから，多言語間

コミュニケーションの機会が増加している．しかし，一

般に多言語を十分に習得することは非常に難しく，日本

語を理解できない外国人と日本人との間で正確な情報を

共有することは非常に困難である．

その影響が顕著に現れる分野の１つとして医療があ

る．医療分野ではわずかなコミュニケーション不足に

よって医療ミスが生じる恐れがある．現在，医療現場に

おいて日本語の通じない外国人への支援は医療通訳者が

行っているが，慢性的な人員不足や，通訳者の身分保障，

通訳者自身のメンタルケアなどの問題が存在している．

また，入院患者が日本語の通じない外国人の場合，24時

間の対応が必要であり，緊急の場合に通訳者が対応でき
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るとは限らない．このような問題は，外国人が多くない

地域でも対応する必要性が出てきている．2007年度の

外国人登録者数が全国 22位の宮城県において行われた

調査 [1]では，79%の医療機関が日本語の不自由な外国

人の対応経験があるが，外国人対応体制が整っているの

は 36%であった．また，内訳を見ると，来院外国人の母

語は中国語が 51%，韓国朝鮮語が 27%，英語が 23%で

あるのに対して，対応体制が出来ているのは中国語 7%，

韓国朝鮮語 4%，英語 34%となっており，患者の母語と

対応可能言語が一致していない．このため，通訳者がい

ない状況での多言語対話支援が必要である．

現在，我々は多言語用例対訳共有システム Tack-

Pad(タックパッド)*2による用例対訳の収集を行って

いる [2]．TackPadには多くの用例や用例対訳*3が収集

されているが，医療現場で用いるために必要な正確性評

価が十分にされていないものが多い [3]．

十分な正確性評価を得るためには，信頼度の高い人に

作成や評価を依頼する方法もあるが，医療分野で必要な

用例の数に見合うだけの評価者を用意することは非常に

難しい．他の方法として，より多くの人からの評価を得

る手法がある．

そこで本稿では，この TackPadに収められている用

例をもとに，マイクロブログにより用例評価を依頼を行

*2 http://med.tackpad.net/
*3 本稿では，正確性の確保が行われた多言語の対の用例群を「用
例対訳」，正確性の確保が行われていない多言語の対の用例群
を「多言語テキストペア」とする．
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うことで，より多くの用例に対する評価を取得し，評価

の行われた用例をクラウドソーシングに対訳作成を行う

ことで，より正確な多言語用例対訳の作成が可能となる

手法を提案する．

2. 関連研究

1つの記事の文字数が 200字前後*4と制限されるマイ

クロブログは，その性質から即時性のある投稿が行われ

ている．マイクロブログユーザの投稿記事内容や語句の

情報収集，分析を行うことで，ユーザ情報の分析 [4]や，

感情分析 [5]などの，この即時性のある投稿に着目した

研究が多く行われている．また，SNS性に着目し，販売

業務支援を行うシステムの開発もされている [6]．

計算機では判断の困難なデータに対してクラウドソー

シングを用いることで，正確な評価を取得する研究が多

く行われている．見た目の印象や言葉の微妙な差異など

の判断をしたり，情報の収集を行ったり出来るため，計算

機によって判断，収集を行うよりも正確な情報を得るこ

とが出来る．このため，情報の信憑性を判断するための

情報源検索 [7]や災害情報の収集を支援するツールキッ

トの開発 [8]など，様々な分野で利用されている．しか

し，クラウドソーシングでは不特定多数の人物に評価や

情報収集を依頼するため，不適切に対価を得ようとする

作業者が評価を行う可能性を考えなくてはならない．そ

のため，より精度の高い評価，情報を得るための研究も

行われている [9], [10]．

3. 提案手法

本章では，マイクロブログを用いた用例評価手法と，

クラウドソーシングを用いた多言語用例対訳作成手法に

ついて述べる．3.1節で，作成された用例をマイクロブ

ログを用いて評価する手法について述べる．その後，3.2

節で評価済みの用例を機械翻訳で翻訳し，クラウドソー

シングを用いて対訳文を作成する手法について述べる．

3.1 マイクロブログを用いた用例評価

本節では，マイクロブログを用いた用例評価手法につ

いて述べる．本手法はマイクロブログへ用例の評価を依

頼する記事を投稿することで，多くの閲覧者から用例の

評価を取得する．また，本手法では，評価者の母語と評

価する用例の言語が一致するため，正確な評価が行われ

る可能性がある．

図 1に提案手法の流れを示す．本手法は下記の 4ス

テップで構成されている．

Step1 用例の取得

図 1(1)でTackPadより評価を行う用例を取得する．

*4 Twitter(https://twitter.com/)：140 字
PIYO(http://piyo.fc2.com/)：255 字
Haru.fm(http://haru.fm/)：150 字

TackPad

(1) 用例を取得

(2) 用例の投稿

(3) マイクロブログより

評価を行う

(4) この文には訂正が必要

訂正文の送信

マイクロブログ

｢自宅療養を希望します｣は正しい

文ですか？ http://~

図 1 マイクロブログによる用例評価手法の流れ

Step2 評価の依頼

図 1(2)で，Step1で取得した用例を 1文ずつマイ

クロブログへ定期的に投稿する．評価を依頼する用

例はランダムに抽出する．投稿する記事には，評価

される用例と評価を促す文，その用例の評価を行う

Webページへ移動するための URLを含む．

Step3 用例の評価

図 1(3) で評価者はマイクロブログに投稿された

URL から評価を行うためのWeb ページへ移動す

る．評価ページでは用例の正しさを判断する．評価

者はまずその用例が正しいか正しくないかの判断を

行い，正しいと判断した場合は「正しい」という評

価をデータベースへ送信する．正しくないと判断し

た場合は，更にその間違いが用例の綴り，文法，言

語選択，入力文字，アクセント記号のいずれに該当

するのかを選択する．また，図 1(4)で，評価者が用

例訂正の必要性を感じた場合は，訂正文を入力し，

データベースへ送信する．なお，本手法では評価す

る用例の言語を母語とする人に評価を依頼する．

Step4 訂正文の評価

Step3で入力された訂正文についての評価を行う．

訂正文を Step2と同様にマイクロブログへ投稿し，

評価を依頼する．

なお，本稿で評価に用いる用例の言語は日本語とした．

また，評価者のデータを取得するためにログイン機能を

実装した．このことにより，Twitterアカウントによっ

て本システムへログインを可能とし，Twitterとの連携

認証後は Twitterをログアウトしない限り，本システム

のログイン状態が継続されるようになる．なお，Step4

については，本稿の実験では行っていない．

3.2 クラウドソーシングを用いた用例対訳作成

本節では，クラウドソーシングを用いた用例対訳作成

手法について述べる．本手法は，マイクロブログによっ

て一定以上の評価を得た用例を機械翻訳によって翻訳

し，クラウドソーシングによって評価，訂正文の作成を

依頼することで，より正確な用例対訳の作成を行う．

図 2に提案手法の流れを示す．本手法は下記の 4ス

テップで構成されている．

Step1 用例の取得

GN Workshop 2013 
The 10th Workshop on Groupware and Network Services

情報処理学会 
グループウェアとネットワークサービス研究会 

2013年11月28日,29日

2



｢自宅療養を希望します｣は正しい

文ですか？ http://~
(1) 十分な評価を得た用例

言語 Aの用例
言語 Bの用例

(2) 機械翻訳サービスを用いて

言語 Aの用例を言語 Bへ翻訳

I would like the home healthcare

(3) クラウドソーシングサービス

によって評価を依頼

母語が言語 Bの評価者
Incomprehensible

(4) 文の訂正がある場合

訂正文を送信する

評価を行う

図 2 クラウドソーシングを用いた多言語テキストペア評価手法

の流れ

図 3 作業者に提示されるタスクの例

図 2(1)で，3.1節で述べた手法により取得した評価

データをもとに，十分に正しいと判断された用例を

取得する．

Step2 用例の翻訳

Step1 によって取得した用例の言語を言語 A とす

る．図 2(2)で，言語Aの用例を機械翻訳サービスを

用いて言語 Bに翻訳し，言語 Bの用例を取得する．

Step3 翻訳された用例の評価

図 2(3)で，言語Bの用例のデータを，クラウドソー

シングサービスを用いて言語 Bを母語とする人に

評価を依頼する．評価者は機械翻訳によって言語 B

に翻訳された多言語テキストペアを，5段階で評価

し，訂正がある場合は訂正文を入力する．

Step4 訂正文の評価

図 2(4)で，訂正文として得た多言語テキストペア

を Step3と同様にクラウドソーシングサービスから

評価を依頼する．

本手法では，評価者の母語と評価する多言語テキスト

ペアの言語が一致するため，評価および訂正が正確に行

われる可能性がある．なお，本稿では言語 Aを日本語，

言語 Bを英語とし，評価者の国をUnited Statesとした．

タスクの画面例を図 3に示す．文献 [11]の評価基準*5を
*5 評価段階は，1：Incomprehensible，2：Disfluent English，3：

図 4 用例評価を依頼を行う bot の画面例

用いた．なお，Step4については，本稿の実験では行っ

ていない．

4. マイクロブログを用いた用例評価実験

本章では，3.1節で述べた，マイクロブログを用いた

用例評価手法の実験について述べる．

4.1 評価用データセット

本節では，評価用のデータセットについて述べる．本

実験では，TackPadの日本語の用例のうち，英語へ翻訳

されておらず，評価回数が 10回以上の用例の中からラ

ンダムに抽出した 404文を用いた．この文の内訳は，実

験期間中にマイクロブログに投稿された 66文，評価用

のWebページより表示された 338文となっている．

4.2 評価データの収集

本節では，マイクロブログを用いた用例の評価データ

の収集について述べる．本実験では，マイクロブログと

して Twitter*6を利用した．Twitterは 140字以内の文

を投稿することのできるマイクロブログサービスである．

評価を依頼する用例の投稿は，自動で投稿を行う bot

により 2時間に 1度の間隔で行った．この間隔は，作業

者が評価を依頼する投稿の数に対し，煩わしく思わない

程度の頻度と考えて設定した．本稿では Twitter上の作

業者を Followerと呼ぶ．Followerへは以下の 2ステップ

のタスクを依頼した．図 4に用例評価の依頼を行う bot

の画面例を，図 5に用例評価の画面例をそれぞれ示す．

Step1 図 5(1)で本システムにログインし，図 5(2)で，

botより投稿された用例の評価を行う．図 5(2)で

Followerが正しくないと判断した場合には，図 5(3)

で，その間違いが用例の綴り，文法，言語選択，入

力文字，アクセント記号のいずれに該当するのかを

選択する．用例が正しくないと判断し，評価した用

Non-native English，4：Good English，5：Flawless English
*6 https://twitter.com/
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(1) ログイン画面

(2) 評価画面①

(3) 評価画面②

(4) 送信完了画面

図 5 用例評価の画面例

例に訂正がある場合はより正しい文を入力する．

Step2 評価を終了する．または図 5(4)で，評価結果送

信後の画面に表示されるリンクより，評価を連続し

て行う．なお，連続して評価を行う場合に提示され

る用例が，4.1節で述べた評価用のWeb ページより

表示された文に当たる．また，連続して評価する用

例の数に制限は設けていない．

4.3 アンケート調査

本実験では評価データの収集の他に，Followerへのア

ンケート調査を行った．

4.3.1 アンケート調査の目的

本アンケートを用いて，マイクロブログによる用例評

価の有用性について調査を行う．マイクロブログを用い

ることが用例を評価するきっかけになるかどうか，提案

手法による用例の評価のタスクがユーザの負担になるか

どうかを調べた．なお，アンケートの回答者は Follower

のうち男女 10名 (男：2名，女：8名)である．アンケー

トはシステムの使用開始から 3日後に行った．

4.3.2 仮説

アンケートの作成にあたり，以下の仮説を立てた．

仮説 1 マイクロブログの利用により，場所や時間に依

存しない評価が行えるため，評価数が増加する．

マイクロブログは 200 字前後の記事の投稿という

特徴から頻繁な投稿や閲覧が行われるが，閲覧に関

してはユーザの空いた時間に行われていることが

多い．よって，マイクロブログへ定期的に用例評価

の依頼文を投稿することで，ユーザの空き時間を利

用した用例の評価が行うことが出来ると考えた．ス

マートフォンなどの携帯端末から評価を行うことが

可能なため，時間，場所を制限しない評価を行うこ

とが出来る可能性がある．

仮説 2 評価後，続けて評価を行うことを促すことによ

り評価数が増加する．

マイクロブログによって用例の評価を促す記事を

投稿するが，記事の URLから評価できるのはその

記事の 1文のみである．しかし，評価終了後に次の

用例の評価を促す仕組みがあれば，マイクロブログ

によって与えられたきっかけが継続する．これによ

り，評価回数の増加につながると考えた．

仮説 3 評価手順を最小限に抑えることが出来れば，ユー

ザはより多くの評価を行う．

評価の手順が多い場合，ユーザは途中で評価をやめ

てしまう可能性がある．

5. クラウドソーシングを用いた対訳作成実験

本章では，3.2節で述べた，クラウドソーシングを用

いた対訳作成手法の実験について述べる．

図 6にクラウドソーシングを用いた多言語テキスト

ペア評価の実験手順を示す．本実験ではまず，評価用の

データセットを機械翻訳により英語に翻訳し，クラウド

ソーシングによって評価を行う．

5.1 評価用データセット

本節では，評価用のデータセットについて述べる．本

実験では，機械翻訳サービス*7により英語に翻訳した多

言語テキストペアを用いた．翻訳する用例は，4.2節に

より評価された用例の中で，5回以上の評価がなされ，

かつ全ての評価が「正しい」とされた用例とした．

5.2 評価データの収集

本節では，クラウドソーシングを用いた用例対訳評

*7 本実験では，Google 翻訳を用いた
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｢目がゴロゴロします。｣は正しい

文ですか？ http://~ この用例は正しい

「正しい」という評価のみが

5件以上集まった

機械翻訳サービスによって

英語に翻訳する

日本語の用例

My eyes rumbling.

英語の用例
incomprehensible

Non-native

English

クラウドソーシングサービスにより

1つの用例に対して

5名の作業者に評価を依頼する 用例の評価と訂正文の入力を行う

図 6 クラウドソーシングを用いた多言語テキストペア評価の実

験手順

価のデータ収集について述べる．本実験では，クラウ

ドソーシングサービスとして CrowdFlower*8を用いた．

CrowdFlowerは何かを判定することをタスクとするク

ラウドソーシングサービスを提供している．また，本実

験では 1つのタスクに対する報酬を 10セントと設定し，

1つの用例について 5人からの評価を得る．なお，評価

は CrowdFlowerによって定められたレベル 1*9の，国を

United Statesとする作業者に依頼した．

6. 考察

本章では，6.1節で 4章の用例評価実験の考察を，6.2

節でマイクロブログを用いた評価作業の正確性について

の分析と考察を，6.3節で 5章のクラウドソーシングを

用いた対訳作成実験の考察をそれぞれ述べる．

6.1 マイクロブログを用いた用例評価手法の有用性

本節では，マイクロブログによって用例評価の依頼を

行う有用性についての分析を行う．4.3節で行ったアン

ケートの結果，Followerの評価時間，評価回数を用い，

4.3.2項で立てた仮説が正しいかどうかを考察した．

6.1.1 アンケート結果

本項では，Followerに対して行ったアンケートの結果

について述べる．

まず，Follower の Twitter の使用頻度についての結

果を述べる．アンケートより，普段から 1 日 2 回以上

Twitterを利用する人が 9名，1日に 1回程度利用する

人が 1名という結果になった．どんな時に Twitterを利

用するかという質問については，「気分が上がっていて，

何か残したいと思ったとき」という回答があったが，そ

れ以外の回答は「暇なとき」「休憩するとき」「電車での

*8 http://crowdflower.com/
*9 CrowdFlowerは，作業者群を 3段階の能力評価基準で分けて
いる．レベル 1 は最も下のレベルである．

表 1 Twitter を使用する端末について

PC

スマート
フォン

フィーチャー
フォン その他

普段使う端末 8 8 1 0

普段
最も多く使う端末 2 7 1 0

評価に用いた端末 6 7 0 0

最も多く
評価に用いた端末 4 6 0 0

移動中」といった，空いた時間に Twitterの閲覧を行う

という意見が多かった．また，表 1のアンケート回答

者の Twitterや用例評価時に使用する端末調査結果から

も，携帯端末が活用されていることが分かる．

次に，用例の評価のタスクが Followerの負担になっ

ていたかどうかを調査するための質問の結果を述べる．

Followerに対し，(1)投稿の頻度は適切だったか，(2)用

例の投稿は評価のきっかけになったか，(3)Twitterから

評価のWeb ページに移動する事を煩わしく感じたか，

(4)評価の手順は多いと感じたか，(5)評価を連続して

行ったかどうかについて質問した*10．質問 (5)以外の結

果を表 2に示す．

表 2(1)より，用例の投稿が評価のきっかけになるこ

とが分かった．なお，表 2(3)に対して「どちらでもな

い」，「同意する」と回答した人からは，その理由として

「スマートフォンで見るのが煩わしい」，「スマートフォ

ンの動きが面倒」「アカウントとパスワードの入力が面

倒」「Twitter内で評価が出来ると良いと思った．移動が

少し煩わしい」などの意見があった．しかし，評価の手

順については多いと感じる人は少なく，「ボタンを押す

だけだから」「手順自体は手間ではない」といった意見

があった．このことから，Twitterは用例評価のきっか

けになるが，Twitterから評価ページへの移動すること

が Followerに対して負担になっていることが分かった．

また，表 2(5)の回答では「連続して評価を行った」と答

えたのは 9人，「連続して評価を行わなかった」と答え

たのは 1人であった．連続して評価を行った理由として

「1回評価ページを開いたので，他のも評価してみようと

思った」「1度だけ行った．次のページがどうなっている

のか気になったから」「暇だから」「評価が簡単で，時間

がかからなかったから」「評価自体はボタンを押すだけ

だから」という意見があった．これより，本手法で用い

たシステムの評価のステップ数は適切だったと言える．

6.1.2 分析結果と考察

本項では，アンケート結果と Followerの評価時間，回

数について分析した結果を述べる．

6.1.1項より，ユーザは空いた時間に Twitterを利用す

ることが多いことが分かった．また，表 1より Twitter

や本システムの利用はスマートフォンから行われること

*10 質問 (1)～(4)の回答は，1：強く同意しない，2：同意しない，
3：どちらでもない，4：同意する，5：強く同意するの 5段階
とした．
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表 2 アンケート結果

質問
評価の分布

中央値 最頻値
1 2 3 4 5

(1) 用例の投稿は評価のきっかけになった 0 0 2 6 2 4 4

(2) 用例が投稿される頻度は適切だった 0 1 4 3 2 3.5 3

(3) Twitter から評価のWeb ページに
移動することを煩わしく感じた 0 3 4 5 0 3 4

(4) 評価の手順は多いと感じた 1 6 1 1 0 2 2

・評価の分布の数字は，評価した人数を示す．

表 3 用例と評価結果

文 ID 用例
評価 (1) 評価 (2)

正しい 正しくない 正しい 正しくない

1 子どもは独立して遠くに住んでいます。 3 1 言語選択（※） 3 0

2 おならが止まりません。 5 0 3 0

3 留置カテーテル 5 0 2 1 言語選択（※）

4 私はメタボリックシンドロームですか？ 6 0 2 1 言語選択

5 臓器移植を受ける為の条件はありますか？ 5 0 3 0

6 よく聞いてください。 5 0 3 0

7 アレルギー疾患 5 0 3 0

8 落ち着いて聞いてください。 8 0 3 0

9 布団に入っても寝つけません。 6 0 3 0

10 血尿があります。 3 2 文法（※） 2 1 文法（※）

11 爪が剥がれました 6 0 3 0

12 目がゴロゴロします。 6 0 3 0

13 人間ドック・健康診断の検査結果は、検査後

どのくらいでわかるのでしょうか

4 0 2 1 文法（※）

14 歩くときは松葉杖を使用してください。 6 0 3 0

15 オクラは風邪の予防に役にたちます。 3 1 言語選択（※） 3 0

16 目がしぱしぱする 4 0 2 1 言語選択（※）

17 息を大きく吸い込んでください 5 0 3 0

・表中の数字は，評価した人数を示す．
・評価 (1)：Follower による評価，評価 (2)：マイクロブログを利用しない日本人評価者による評価
・表中の（※）は，訂正文の入力があったことを示す．

が多い．これより，4.3.2項の，用例評価の依頼にマイ

クロブログを用いることで，時間や場所を制限しない用

例評価を行うことが出来るという仮説 1は成立する．ま

た，表 2の結果より，用例の投稿は評価のきっかけにな

るが，Twitterから評価ページへの移動は Followerの負

担になっていることが分かった．しかし，用例の評価に

ついては Followerへの負担は少なく，続けて評価を行っ

たと回答する人が多かった．また，評価が行われた日時

と評価者のデータをみると，連続で評価を行う Follower

が多く，6.1.1項の質問 (5)に対する回答より，連続した

評価を促すことや，評価手順を最小限に抑えることによ

り，用例を評価してもらえる可能性が高く，仮説 2およ

び仮説 3は成立する可能性があるが，今後，長期的な調

査および従来手法との比較が必要であると考えている．

6.2 用例評価における正確性

本節では，用例評価における正確性について述べる．

6.2.1 正確性評価の分析方法

本項では，4.2節で収集した評価結果の正確性を分析

する方法について述べる．本分析では，Followerの評価

結果と，マイクロブログを利用しない日本人評価者 3名

による評価結果の比較を行う．

本分析は次の手順で行った．

( 1 ) Followerによって評価された用例のうち，一定以上

の評価回数を得たデータを取得する．

( 2 ) (1)で取得した用例について，マイクロブログを利

用しない評価者からの評価結果を得る．

( 3 ) (1)と (2)で取得したデータを比較する．

なお，本実験では用例の評価回数の基準を 4回以上とし

た．本分析では (1)で取得した用例の数は 17文だった．

6.2.2 評価結果の比較

本項では 6.2.1項で示した評価手法より得た結果につ

いて述べる．

表 3に用例の評価の分析結果を示す．Followerによっ

て評価された結果を評価 (1)，マイクロブログを利用し

GN Workshop 2013 
The 10th Workshop on Groupware and Network Services

情報処理学会 
グループウェアとネットワークサービス研究会 

2013年11月28日,29日

6



表 4 クラウドソーシングによって評価を行う用例

文 ID 日本語 英語

1 私はメタボリックシンドロームですか？ I is metabolic syndrome?

2 息を大きく吸い込んでください Please inhale big breath.

3 留置カテーテル Indwelling catheter

4 布団に入っても寝つけません。 I do not get to sleep into futon.

5 臓器移植を受ける為の条件はありますか？ Is there a condition for receiving an organ transplant?

6 目がゴロゴロします。 My eyes rumbling.

7 おならが止まりません Fart does not stop.

8 爪が剥がれました Nail was peeling.

9 落ち着いて聞いてください。 Please listen calmly.

10 歩くときは松葉杖を使用してください。 Please use crutches when walking.

表 5 5 段階による評価結果

文 ID

Incomprehensible

(理解できない)

Disfluent English

(流暢ではない)

Non-native English

(非母語英語)

Good English

(良い英語)

Flawless English

(完璧な英語)

1 0 5 0 0 0

2 0 2 1 2 0

3 2 2 0 0 1

4 0 2 2 1 0

5 0 0 0 1 4

6 2 1 2 0 0

7 0 3 0 2 0

8 1 0 1 3 0

9 1 0 2 0 2

10 1 0 0 0 4

・表中の数字は，人数を示す．

ない日本人評価者による評価結果を評価 (2)とする．数

値は評価を行った人数である．また，用例が正しくない

と評価された場合は，3.1節の項目のいずれに該当する

と回答されたのかを示した．

表 3より，本手法を用いた場合の評価と，用いなかっ

た場合の評価では，評価結果に差がほとんど無いことが

分かる．また，評価 (1)と評価 (2)の両方で入力された

訂正文（表 3，文 ID 10）は一致していた*13．これより，

マイクロブログを用いて用例の評価の依頼を行った場合

も正確な評価が行われていると言える．

6.3 多言語テキストペアの正確性評価

本節では，クラウドソーシングを用いた多言語テキス

トペアの評価の正確性評価の分析について述べる．表 4

に使用した多言語テキストペアと機械翻訳の結果を示

す．また，評価結果を示すために各文に IDを付与した．

各多言語テキストペアへの評価の結果は，表 5に示す．

表 5の結果より，正確な用例対訳の作成を行うためには，

機械翻訳のみの使用では不十分である可能性がある．

作業者から得た訂正文には共通するものがあった．例

えば「布団に入っても寝付けません」に対して機械翻

訳を行った “I do not get to sleep well into the futon.”

（表 4，文 ID 4）では，5名中 4名が前置詞の “into”を

*13 「正しくない」と評価した 3 人の評価者全員が「血尿が出ま
す。」と入力していた．

“on”に変更していた．また，「おならが止まりません」を

翻訳した “Fart does not stop.”（表 4，文 ID 7）では，

5名中 4名が “fart”に所有代名詞または冠詞を追加して

いた．このことから，クラウドソーシングに訂正文の入

力を依頼することで，これらの文に関しては正しい文が

作成できたと考えられる．ただし，「目がゴロゴロしま

す。」といった，擬態語などを含む用例を機械翻訳した

場合，作業者に意味が通じていない傾向にあった．

また，本実験で得られた結果より，訂正文には共通す

る特徴があり，それによって分類できると考えた．本実

験で得た多言語テキストペアの評価と訂正文より，3つ

に分類した．表 6に分類とその例を示す．

分類 (1)は，どの作業者も多言語テキストペアに「流

暢ではない」と回答したが，それぞれの訂正箇所が異な

る．分類 (2)は，どの作業者の訂正文も意味に大きな違

いはないが，表現が少し異なる．分類 (3)は，訂正箇所

は同じだが，主語が異なる．これらは，作業者が想定す

る多言語テキストペアが使用される状況がそれぞれ異

なっていることが原因だと考えられる．単純に機械翻訳

された文を提示するだけでは，使用される状況が適切に

伝わらない可能性があることがわかった．文の提示だけ

ではなく，使用される状況やだれが使用するのか（医療

従事者，患者）を提示する必要があると考えられる．
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表 6 訂正文による分類

分類 文 ID 入力された訂正文

What

What is metabolic syndrome?

(1) 訂正箇所が異なる 1 Do I have metabolic syndrome?

Am I a metabolic syndrone?

Do I have a metabolic syndrome?

I did not sleep well on the futon.

I do not sleep well in the futon.

(2) 訂正文がほぼ等しい 4 I do not get to sleep well on the futon.

I do not sleep well on the futon.

I do not get to sleep well on the futon.

My nail was peeling

My nail was peeling.

(3) 文の主語が異なる 6 A nail was peeling.

The nail was peeling

Her nail was peeling

7. おわりに

本稿では，マイクロブログとクラウドソーシングを用

いた用例評価手法および多言語用例対訳作成手法の提

案とその実験を行った．本手法では，マイクロブログに

よって用例評価の依頼を行うことで，より多くの評価

データを取得し，より正確な用例の収集を目指した．ま

た，取得した用例のデータを機械翻訳したのち，クラウ

ドソーシングによって用例対訳の作成を行うことで，よ

り正確な用例対訳の作成を目指した．

本稿の貢献は，以下の 2点である．

( 1 ) マイクロブログを用いた用例評価により評価数の増

加を促すことで用例の評価数が増加する可能性を示

した．

( 2 ) クラウドソーシングを用いて多言語用例対訳作成を

行う手法を提案し，一部の多言語テキストペアにお

いて正確な多言語用例対訳作成ができることを示

した．

なお，クラウドソーシングによる多言語テキストペア

評価手法では機械翻訳の精度の違いによる影響がある

と考えられる．よって，今後は翻訳精度の高い機械翻訳

サービスを利用することを考えている．また，評価や作

成を行う用例が使用される状況を作業者に提示すること

も必要である．

今後は，Followerを多言語用例対訳共有システムTack-

Padの利用者に限定した場合にも同様の結果が得られる

か追加実験を行う．また，擬態語や擬音語などを含む用

例に対する評価手法や，訂正文の特徴による分類につい

ての検討を行う．
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